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研究成果の概要（和文）： 国内歯学部でのプロフェッショナリズム教育がどのように扱われて

いるかを知るためにカリキュラムを調査したところ、多くの大学では単独科目として扱われて

はいないことがわかった。そこで、プロフェッショナリズム教育の議論と普及を目的として、

国内の医学教育者・倫理学教育者を特別講師として招聘し、プロフェッショナリズム教育に関

するシンポジウムとワークショップを２回実施した。シンポジウムとワークショップに関する

アンケートの結果では継続的な実施を求める意見が多かったことから、今後も意見交換の場の

重要性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：With investigating the professional education curriculum in 

Japanese dental school, we found that it was not treated as an independent subject at any 

universities. For the purpose of the spread of the professionalism education, we carried out 

the symposium and workshop with the special lectures by medical educators and ethical 

educators, tuice. Since there were many opinions for continuous enforcement at the 

symposium the importance of the place to exchange the opinions was suggested.  
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１．研究開始当初の背景 

欧米さらには当南アジアの歯科医学教育
学会では歯科医師になる者が身に着けてお
くコンピテンシーが定められている。プロフ
ェッショナリズムはそのメジャードメイン
のひとつと位置づけられており、それは世界
的潮流といっても過言ではない。しかしなが
ら日本の歯学教育は世界的潮流に沿ってい

るとは言い難い。また、文部科学省の中央教
育審議会答申（2008 年）に書かれている高等
教育におけるグローバル化とユニバーサル
科の現状認識と改革は、歯学教育を含む高等
教育に変革の時が訪れている。さらには、プ
ロフェッショナリズム自体が時代とともに
変遷し、社会的背景により変化するという特
徴を持つことから、世界の医学教育界ではプ
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ロフェッショナリズム教育に関する議論が
行われているが、国内ではその議論はまだ緒
に就いたばかりである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、海外の歯学教育のドメイ
ンに掲げられているプロフェッショナリズ
ムについて、日本の歯科医学教育おける現状
を明らかにし、グローバルスタンダードを視
野に入れたプロフェッショナリズム教育の
必要性についての議論を促し、日本的コンピ
テンスについて議論することにある。 

 

３．研究の方法 

 歯学士課程教育機関のシラバスを収集し、
調査すべきプロフェッショナリズムのコン
ピテンスを明らかしたところ、シラバスだけ
では調査できないことがわかった。そこで研
究開始当初は 3年目に計画していた歯学のプ
ロフェッショナリズム教育のシンポジウム
を実施して、歯学教育を中心として医療系教
育に携わっている教員と議論し、提言の場を
作ることとした。また、その過程においてプ
ロフェッショナリズム教育に関する議論の
場の作成の意義について調査した。 
 
４．研究成果 
 プロフェッショナリズム教育の普及と議
論を目的として、国内医学領域においてプロ
フェッショナリズム教育に造詣の深い歯
学・医学教育者・倫理学教育者を講師として
招聘し、シンポジウムとワークショップを２
回開催した。のべ参加数は２５０名であった。
シンポジウムでの意見交換により、継続的な
実施を求める意見が多かったことから、意見
交換の場としての重要性が示唆された。 
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